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地学漫筆No,9

だまっちゃすまされない

わカミ国では古来のしきたりとも

いうものがいつまでもついてまわ

って科学的なものの扱いに対して

しつように足をひっぱるくせがある.

むろん問題によってはその足をひ

っぱる力が“科学"の半分以上にお

よぶ強引なものもあるしまたほん

のわずかしかひっぱらないが結局

“科学"は自分の思うところにはい

きつけないで所詮うみだすものは

“矛盾"しかないという結果になってしまうことが少な

くない.私が思うにこうたった原因の一つは鎖国の

あと急に入ってきた外来文化をとり入れることにきわめ

て“勤勉"であったこといいかえると輸入文化民族と

しての“すぐれた感覚"がいまもなおそうさせる力を

働かせているのでありいま一つの原因は“かん"にた

よる器用さと地震かみなり火事おやじできた

えられたあきらめのよさだと思う.そしてそうした環

境の中でとく別色のこい農村を基盤にする政治と消化

不良の近代社会機構の一部ポ.有力な支持者になってい

る.これに加えて37万km2の国土の15%にみたたい

せまい平野地帯にほう大な人間をかかえおりなす菅

みがこれほとんどすべて過剰過密とくる社会経

済の現実がその足を引っぱる力を層一層堅固なものに

していると考えられる.

そこでたとえぱこんたおはたしをちょっとお耳に入

れておきたいと思う.たと克はここ4年来東日本に

は少なくとも雨台風カミやってきていない.今年当りオ

リンピックの前後にやってくるかも知れないが1959年

〔カットと毛〕くらた･のぶお

以来年間雨量そのものも多少少な目であるが数十時

間に数百ミリの雨をもたらす雨台風がなかったというこ

とは地下水や貯水池にとってはちょうど弱い同人組

織に毎年予定している大口の寄付金がと絶えたのと同じ

で小口の会費だけでは値上がりしていく機関誌の出

版にもこと欠くというみじめな結果にならざるをえ狂い

ちょうどそれと同じである.とくに雨水を吸いためる

にどんよくきわまりないロｰム層におおわれた関東地

方や山全体が地下貯水庫にも匹敵する富士山域のよう

なところではそのこたえかたがひどい.白雪どけて

化粧の水となった三島の湧泉が有史以来はじめて渇れ

(1963年それに1964年も)国内最大の用水型企業の適

地であった田子浦海捧の自噴井に海水の1/3に相当する

濃さの塩水が出入りしはじめたり関東平野の全く未開

発の深部地下水の水位がぐんぐん下がっていったりして

いる.つまり自然はことわりどおりに忠実に現象を

おこしてv･るのである.

ところでこうした場合それぞれの土地の人たちは

その原因をすぐに工場の新設されたせいにし工業や

土木工事のさかんになったことに大部分の原因を負わ

せようとしてしまう､むろんそういう関係の方カミ正し

い場合もある.しかし4mの矢板を打ったら30mの

ところの水を噴きあげている掘抜井戸数十本がでなくな

ったりトンネル工事で4,oooトンか5,000トン/目の

水しかでないのに数十km2にわたる何ヵ所もの水源に

1影響を与えたとかいうことを関係づけたりしようとす

る場合も少なく狂い.

科学的調査がたとえそんなに驚くほど高度なもので

ないにせよとにかく生半可である限りその結果に基

づく説得力は弱v'しといってその科学的調査を徹底さ

せるほどわが国は“寛容"で狂い.だからそこに地

元の政治やカミちょっと働くと他愛なく金銭問題で…

たとえばお見舞金とかあるいは場合によれば一時

補償ということで･…かたづいてしまう.ちょっと考

えるとずい分おおような同時にかわいそう荘民族だ

と思う.

地盤沈下に関しても矛盾したことカミ者えられる.東

京や大阪のように地盤沈下のひどいところでは数年来�



一48一

へ

山をくぐりぬけている.トンネノレ内は中央カ浦く東

西両方の口に合計10万トン/目の水を常時排出しており

その水の一部は熱海市の水道に使われている.ところ

でこのトンネルの中ほどより1.5km西寄りのところに

昭和初年北伊豆地震のときにも動いて1000年に何十

mか動くというキャリアもちの丹郡活断層カミ路線を直

角に切って通っている.むろんコ1■クリｰトでシｰル

されていてトンネノレ内では見ることもでき狂いしい

かにも“不動"のような感を与える.

やっさもっさともんだ米その直接の原因とみられる地

下水の強引な汲みあげを規制しはじめたので何十年ぶ

りに沈下量の減少カ芽生じてきたがそれはそれでよいと

してなおこりずにどんどんと市街地や生産施設を発展

させている.少しばかり沈下遠度がにぶりはじめたと

はいえすでに海水準下があるいは海水準すれすれの

悪条件下の土地に多少の立地抑制も行なっているとは

いえその拡張発展を進めていることはまぎれも狂い.

事実である.もっとわるいことにその地方自治体が

地盤沈下の恐ろしさを知っていながら地下鉄をつくっ

たり高層の公営アパｰトをつくったりしている.そ

して住民保護という名目の下に何百億の税金を数百

kmにおよぶ防潮堤のためにあてている.そして沈下

しているところにつくったこの“万里の長城"は毎年の

沈下量に応じてたえずかさあげしていかなければたら

ないというわけである.

考えてみるとこん在無駄なことはないと思う.長い

間企業に自由に地下水を使わせておき沈下がひどくな

ると規制を加えおさまりかけると地下鉄をつくる･…

その一連の非科学的な“建設"に対して政治的な防潮

堤でおいかけっこをする･…まことに矛盾にみちたおは

なしではあるまいか.

わが国のちっぽけなデルタ地帯はたしかに一見便利

のよい重宝がつ貴重な土地ではあるが所詮沈降性であ

るとv･う“地質学的宿命"は免れたい.してみればそ

の“沈みやすい"土地に対する地域開発在り都市計画

なりは当然強い政治力で抑制しな

ければなら荏いはずである.と

ころがすべてが逆に進んでいる現

状では地震とか海面の上昇とか

を考え征い前の段階ですでにじ

ゅうぷん恐ろしさを感ぜざるを完

在い.

こん在こともおはなししてみた

く在る.国鉄東海道線は全長8

kmの丹那トンネルで伊豆境地

35年ほど前この断層は200mほどの土冠りの上の丹那

盆地で見事に鳥居をずらしてその生きていることを示

したのであるカ茎幸いトンネルばまだ掘さく途中であっ

たので食い違v'の修復カミでき一別な大湧水事故の方に

話題がはずんで丹那というと湧水とv'う合ことばが生

まれるぐらいになったというわけであった.

ところで断層は生きておりいつ何ときずり動くかも

知れないのである.そして勇ましいことにも新幹線

もまたそこにわずか50mはなれただけで平行してトンネ

ルを穿ったのである.その結果東西目本の動脈ともい

うべき2本の鉄道幹線がトンネルのなかで活断層を直

角に横切るという“不安この上もない"現実力童生まれて

きた.むろん一たん断層が動げば列車十数本の同時て

んぷくにも値する東西日本の交通経済のと絶が生じる

に違い狂い.そしてそれは明目起こるかも知れないし

なお10年20年後にたるかも知れない.

そこで“運は大まかせだ"という芦カ主きこえてきそう

である.それがあきらめの早いわるいくせであり裏

をかえせば自然のことわりに対する無暴無意味な反抗

にすぎない.営業政策上どうしてもここに路線を選ば

なければならなv'狂らそれは〉'まさら間う必要はなv'.

完全な予報のできる観測装置をつけるべきでありいざ

というときに使えるバイパスを御殿場線の優遇によっ

て確保しておくことが考えられて〉'るならまずは多少

なり安心ができよう.研究用の地震計だけの現状では�
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東海道も安心しては旅行できたい.

ともあれこうした国土とその開発計画とがあきらめ

とかまあ起こったらそのときだというような自然の

ことわりを軽視しあるいは無視したようなかたちで押

し進められていくことに地盤の複雑変動の多いお国

がら私たちはおおきな矛盾を感ぜざるをえたいのであ

る.路線の決定が国会で討論され国の経済･社会の

機構のゆるす限りしかも国民のなっとくのいくところ

まで論じられるようなふんい巷そう匁ってはじめて園

も国民もようやくはして科学的花ということ淋できる

のであり同時に平和への祈念も真の鴬味で深められる

に違い泌㌔,それにしてもこうした矛盾が&く別多

い私たちの専門の分野に卒直に発曽でき広く社会に

問うだけの機会か不じ峨うぶんだということは口を大

きくしていってもよさそうに思う.

(次鰍ま『'閥遼いだらけ｣筆者は遜質部黛)

≡地学と切手…

大沼国定公園堀内恵彦

本州から青函連絡船で津軽海峡を北海道に渡り

固館本線に乗車して渡島半島を北上すると一時

間で軍川駅に到着します.この軍川駅を中心

として公園地区北部に特異の山容をみせる駒ケ岳

とその火山活動によって作られた堰止湖の大沼

小沼および專菜沼を地域に含む約94.96㎞2の地域

が大沼国定公園です.その中でもとくに三つの

湖の出入りのはげしv･湖岸線と溶岩泥の突起に

よって作られた湖刺こ散在する大小多数の小島

が作りだす情緒は北海道には珍しく内地(北

海道の人々は本州をこう呼ぶ)的な風景を形成し

ています.

大沼は公園のほぼ中央部に東西に細長く4.9

㎞幅2㎞の広さで位置しており三湖のうちで最

も大きく大小81の小島が散在しており頂岸は

狭戸(せばっと)と呼ばれる地峡部で小沼と分け

られておりこの狭月上を園館本線の下り線カ童は

しっております.この狭戸付近がこの公園中で

最も風景のよい地域です.

小沼は前述した狭戸の酉に大沼と対して広が

る南北3㎞東西2k皿余の湖で大小31の小島

が湖中に散在します.

欝薬(じ雛ん蓄い)沼は小沼の頂北賢裏山の

裏にあってエ如小島が点在し漢す｡潮から薄

菜か採れ蕃のでζの名前秘あり蜜す苗

ごの地区は幽館に近く交通の便のよいことと

施設が比較的よく整っていることから多数の人

々に四季を通じてよく利用されております.

公園指定は昭和33年7月1目切手印画は

大沼付近から桂がめた駒ケ岳風景でグラビア4

色刷昭和36年9月15目の発行です.

(筆者は元所員現科学技術情報センタｰ)
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